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【背景】虫垂は潰瘍性大腸炎（ulcerative colitis：UC）の発症や維持に関与する「プライ

ミング部位（≒免疫学的拠点）」である可能性が示唆されている。疫学的に虫垂切除は UC

の発症リスクと逆相関している。さらに、治療抵抗性 UC 患者では、病状を改善する可能

性が報告されている。 

【目的】UC患者における虫垂の組織学的特徴を明らかにし、その臨床的意義を検討する。

【方法】2012 年から 2019 年にかけて虫垂切除を受けた、寛解期 UC患者および活動期（治

療抵抗性）UC患者を対象とした。合計 140 例（UC 寛解期 35例、活動期 UC35 例、急性虫

垂炎 35 例、大腸癌 35 例）。UC 患者の虫垂における組織学的所見を、急性虫垂炎患者およ

び大腸癌患者の虫垂所見と比較した。虫垂の炎症評価には Robarts Histopathology 

Index（RHI）を用いた。活動期 UC患者においては、虫垂切除後に内視鏡的反応を認めた

患者（responder）と認め無かった患者(non-responder)の間で、組織学的および臨床的特

徴を比較した。 

【結果】UC患者の虫垂の組織像は、急性虫垂炎よりも UC の組織像に類似していた。UC 患

者における活動性虫垂炎症の頻度は、活動性や罹患範囲と関連は見られなかった。寛解期

53.7% vs. 活動期 46.3%、p＝0.45、限局型 58.5% vs. 広範型 41.5%、p＝0.50。治療抵抗

性 UC患者 28 例において虫垂切除後の内視鏡的反応（Mayo スコア 0–1）を評価したとこ

ろ、RHI が高い患者（RHI＞6）で反応が有意に多く認められた（81.8% vs. RHI≤6：9.1%、

p＝0.03）。また、病変が直腸/左側大腸に限局している症例で高頻度に認められた

（63.6% vs.6.4%、p＝0.02）。 

【結論】UCでは虫垂の活動性炎症が高頻度に認められるが、UCの活動性とは相関しな

い。寛解期 UC患者の 50%以上に、虫垂の組織学的活動性病変を認めた。治療抵抗性 UC に

対する虫垂切除は、潰瘍性虫垂炎を示す症例で良好な反応を認めた。以上の結果から UC

において虫垂は重要な役割を果たす臓器である可能性が示唆される。 

Take Home Messages 

1. 虫垂の活動性炎症は、UCの疾患活動性とは独立して存在する 

2. 治療目的で虫垂切除を行った UC 患者では、虫垂炎症を認める症例で良好な治療反応が

期待される 

 

 

 

 

 

 

 


